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歴
史
・文
化
遺
産
を
活
か
し
た

観
光
振
興福
岡
県
知
事
　
小
川
　
洋

福
岡
は
、
古
く
か
ら
ア
ジ

ア
と
深

い
つ
な
が
り
が
あ

り
、
古
代
の
迎
賓
館
で
あ
る

「
鴻
臆
館
」
跡
な
ど

ア
ジ
ア

と

の
交
流
を
物
語
る
数
多

く

の
文
化
遺
産
が
点
在
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
」ゝ
れ
ら

を
魅
力
あ
る
観
光
資
源
と
し
て
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
広

く
海
外
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
本
県
に
は
、
九
州
国
立
博
物
館
や

九
州
歴
史
資
料
館
な
ど
貴
重
な
文
化
財
を
紹
介
で
き
る

環
境
が
整

っ
て
い
ま
す
。
県
と
し
ま
し
て
は
、
〈
マ
後
も
九

州
観
光
推
進
機
構
と
連
携
し
、
ア
ジ
ア
地
域
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て

一
層
の
観
光
客
誘
致
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
今
年
は
、
長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
九
州
新
幹
線

が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
時
間
距
離
の
大
幅
な
短
縮
に

よ
り
、
九
州
は
も
と
よ
り
本
州
各
地
域
と
の
観
光
や
ビ

ジ
ネ
ス
、
文
化
の
交
流
が

一
層
活
発
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
機
に
、
多
彩
な
観
光
資
源
を
備
え
た
本
県
の
魅
力
を

多
く
の
皆
さ
ん
に
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「鴻
臆
館
・福
岡
城
跡
・歴
史
・観
光
市
民
の
会
」
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
「鴻
臆
館
」
跡
や
「福
岡
城
」

跡
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、
イ
ラ
ス
ト
入
り
で

大
変
わ
か
り
や
す
く
充
実
し
た
内
容
の
「
お
城
が
見
え

る
。福
岡
城
跡
周
辺
散
策
マ
ッ
プ
」
の
作
成
な
ど
に
取
り

組
ま
れ
、
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
」ヽ
の
よ
う
な
皆
さ
ま
の
熱
心
な
活
動
に
対
し
敬
意

を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
二員
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、東
日
本
人
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
四
か
月
が

経
ち
ま
し
た
。
本
格
的
な
復
興
に
至
る
に
は
ま
だ
長
い
道

の
り
が
続
き
ま
す
が
、
福
岡
県
は
、
皆
さ
ま
と

一
九
と

な
っ
て
、
元
気
を
西
か
ら
全
国
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
ヽ

く

，

ミ



天
正
十
五
年

（
一
五
八
七
）
豊
臣
秀

吉
の
九
州

（島
津
）
征
討
戦
に
於
い
て
、

黒
田
如
水
は
豊
臣
秀
長
軍
の

「戦
う
軍

師
」
と
し
て
参
戦
し
、
数
々
の
戦
功
を

あ
げ
ま
し
た
。

当
時
の
進
軍
コ
ー
ス
を
た
ど
り
な
が

ら
、
黒
田
如
水

・
長
政
親
子
の
戦
跡
を

訪
ね
ま
し
た
。

一　

大
友
宗
麟
の
居
城

・
臼
杵
城

（豊

後

・
臼
杵
）

前
年
、
島
津
軍
の
来
襲
を
受
け
た
が
、

大
友
軍
は
南
蛮
渡
来
の
大
砲

「
国
崩
」

で
応
戦
、
島
津
軍
を
撃
退
。

二
　
島
津
方
の
土
持
氏
の
居
城

・
松
尾

城

（日
向

・
縣
、
現
延
岡
市
）

三
月
二
十
日
、
土
持
氏
は
黒
田

・
毛

利
軍
と
の
激
戦
に
て
敗
退
、
そ
の
後
松

尾
城
に
は
秀
吉
の
九
州
国
割
で
豊
前

。

香
春
岳
城
か
ら
高
橋
元
種
が
入
封
。 臼杵城の南蛮渡来の大砲「国崩」

黒

田

如

水

ｏ
長

政

親

子

の

九

州

戦

跡

平
盛

平

一一軍

一一万

一
千

五
貝

金
）
上

平

エハ
貝

↓

心
漑
鶉
趾
瘍
覺
祠
狡
黎
靱
２
釉鯰
議吻
鉤
鼈
卜
瘍
脩
鶉
鼈
脩
讚
録
７

〓
一　
豊
臣
秀
長
軍
、
耳
川
に
て
作
戦
会

議

（日
向

・
美
々
津
町
）

四
月
六
日
、
作
戦
会
議
後

「
天
下
日

暮
れ
」
の
山
を
越
え
西
に
進
み
、
川
上

の
浅
瀬
を
渡
り
南
下
し

「
高
城
」
「
財

部
城
」

へ
進
軍
。

四
　
島
津
軍
と
決
戦

「高
城

。
小
丸
川

・

根
自
坂
」
（日
向

・
木
城
町
）

秀
長
軍
は
、
財
部
か
ら
高
城
ま
で
の

間
に
五
十

一
カ
所
の
陣
営
を
築
き
、
島

津
軍
と
の
決
戦
に
備
え
る
。

四
月
十
日
、
黒
田
長
政

（十
九
歳
）

は
小
丸
川
に
て
島
津
軍
と
戦
い
見
事
勝

利
を
上
げ
る
。

四
月
十
七
日
、
黒
田
軍
は
根
白
坂
に

て
島
津
軍
の
夜
襲
を
受
け
た
が
、
こ
れ

を
撃
退
す
る
。

そ
の
後
、
島
津
軍
の
勢

い
は
衰
え
、

つ
い
に
五
月
十
九
日
小
林
野
尻
の
陣
原

耳川の河□ (日向・美々津町)

レ天下甲暮
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に
て
秀
長
軍
に
降
伏
。

五
　
黒
田
如
水
は
、
島
津
氏
押
さ
え
の

た
め
伊
東
氏
を
徹
底
的
に
支
援

六
月
、
伊
東
氏
の
居
城
と
し
て
曽
井

城

（宮
崎
市
）
大
幅
拡
張
の
奉
行
と
な

フ０
。翌
年
、
伊
東
氏
の
餃
肥
城

（日
南
市
）

移
転
に
尽
力
。

（記
　
福
岡
城
市
民
の
会
事
務
局
　
野
田
弘
信
）
　

圏

伊東氏 5万石の居城
飲肥城大手門 (日向 。日南市)

時
合
費■Ｈカ

日
集
参

颯歴史探訪バスツアー

獨鰈勒隋

輻 渕褥瞼眈鰈餃鯰渕辣魃颯鉤蒻

鰈穆隋穆靱
は[3m:雛   f騎雖 踏ξ覧72密にし、

平成23年 9月 17日 (土)8:00～ 20:30
天神。日本銀行前

9,000円

(株)西日本新聞旅行
TEL 092・711・5518
『
FAX 092・ 716・8254 九州平定進軍図

橿 福岡市博物館発行「黒田長政と24騎」より



焉
ポ
獨

］
城
探

（伝
）
潮
見
櫓

終
戦
後
、
私
達
に
福
岡
城
ら
し
さ
を
観
せ

て
く
れ
た
の
が
、
下
の
橋
大
手
御
門
横
に
移

築
さ
れ
た
、
通
称

「
潮
見
櫓
」
で
あ
る
。
明

治
通
り
に
沿

っ
た
福
岡
城
の
内
堀
に
映
る
二

層
の
櫓
の
こ
と
で
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
入
母
屋
造
り
の
本
瓦
葺
き
で
、

一
・
三
階
と
も
、
漆
喰
壁
に
腰
下
見
板
張
り
で

あ
る
。
潮
見
櫓
は
、
博
多
湾
の
潮
の
干
潮
を
監
視

し
て
、
数
馬
門
と
黒
門
の
開
閉
時
を
知
ら
せ

る
役
割
を
担

い
、
城
の
北
西
角

（現

簡
易
保

険
事
務
セ
ン
タ
ー
地
点
）
に
建
て
ら
れ
て
い

た
。大
正
初
期
に
、
旧
黒
田
家
別
邸
の
浜
御
殿

（現

浜
の
町
）
に
移
築
さ
れ
て
い
た
が
、
幸

い
戦
火
に
よ
る
焼
失
を
免
れ
、
昭
和
三
十

一

年
に
現
在
の
場
所
に
再
移
築
さ
れ
た
。

し
か
し
、
調
査
の
結
果
、
こ
の
櫓
は

「
潮

見
櫓
」
で
は
な
く
、
本
丸
裏
御
門
に
あ

っ
た

「太
鼓
櫓
」
で
は
な

い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

も

と
も

と
、

下

の

橋
大
手
御
門
横

に

櫓
が
あ

っ
た
と
は
、

古
絵
図

に
も
載

っ

て
い
な

い
。
「
市
教

育
委
員
会
」
も
再

調
査

の
要
あ
り
と

言
号

て
い
る
。

祈
思

櫓

祈
念
櫓
は
、
福
岡
城
本
丸

の
北
東
角

に
位
置

し
、
鬼
門
封
じ
と
し
て
僧
徒
が
交
替
で
詰
め
て

い
た
。
大
正
七
年

（
一
九

一
八
年
）
、
黒
田
家
菩
提

寺
で
あ
る
崇
福
寺
が
、
陸
軍
か
ら
払

い
下
げ
を

受
け
、
末
寺
で
あ
る
北
九
州
東
区
の
大
正
寺
境

内
に
移
築
さ
れ
た
。
観
音
堂
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
た
が
、
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
年
）

に
現
在
地
に
再
移
築
さ
れ
た
。

こ
の
間
の
昭
和
三
十
二
年

（
一
九
五
七
年
）

に
は
、
県
の
有
形
文
化
財

（建
造
物
）
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
祈
念
櫓
は
、
古
写
真
と
比

較
す
る
と
、
花
頭
窓
の
様
式
が
失
わ
れ
て
お
り
、

床
規
模
も
四
分
の

一
位
に
小
さ
く
な

っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

多
聞
櫓

福
岡
城

の
南
西
に
位
置
す
る
南
丸
多
聞
櫓

は
、
福
岡
城
に
残
る
唯

一
の
国
指
定
重
要
文
化

財

（昭
和
四
十
六
年
十
二
月
二
十
八
日
指
定
）

で
あ
り
、
江
戸
時
代
と
同
じ
位
置
に
残

っ
て
い

る
櫓
は
、
こ
の
櫓
だ
け
で
あ
る
。

総
延
長
は
、
四
〇
間

（約
七
十
二
ｍ
）
、
南

北
両
端
に
二
重
三
階
建
切
妻
造

の
角
櫓
を
持

ち
、
平
櫓
は
多
く
の
小
部
屋
に
分
か
れ
て
い
る
。

防
禦
の
た
め
の
実
践
的
な
機
能
を
持
ち
、
平
時

は
、
倉
庫
等
に
利
用
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い

ＺＯ
。こ
の
櫓
は
、
全
国
櫓
ベ
ス
ト
ニ
に
位
置
付
け

ら
れ
γ
絆
り
、
福
岡
城
築
城
時
の
特
色
で
あ
る
、

軒
下
方
杖
を
付
け
た
白
漆
喰
塗
り
腰
下
見
板
張

り
の
構
造
を
良
く
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
。

な
お
、
現
在

の
こ
の
櫓
は
、
昭
和
五
〇
年

（
一
九
七
五
年
）
に
、
解
体
、
復
元
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

（記
　
福
岡
城
市
民
の
会
事
務
局
　
岡
部
定

一
郎
）

角櫓と平櫓

鰤

・褥

一

福
岡
城
・市
民
の
会
主
催

読
売
新
聞
西
部
本
社
特
別
協
賛

今
年

の
ど
ん
た
く
は
、
東
日
本
人
震
災

の

方
々
を
応
援
す
る
気
持
ち
を
「
が
ん
ば
ろ
う
″

一日
本
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
開
催
し
ま
し

た
。五
月
三
日
、
ク
黒
田
藩
伝
・柳
生
新
影
流
兵

法
ク
母
里
忠

一
氏
に
よ
り
奉
祝
さ
れ
、
樽
鏡
開

き
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

五
月
四
日
は
、
黒
田
長
高
様
が
ご
家
族
と
お

越
し
に
な
り
博
多
松
囃
子
、
稚
児
東
流
れ
に

一

束

一
本
を
、
渡
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
四

時
か
ら
は
「
博
多
笑

い
塾
」
の
参
加
に
よ
り
賑

や
か
な
ス
テ
ー
ジ
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
最
後

は
博
多
祝

い
う
た
、
博
多
手

一
本
に
て
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。



NPO法人 福岡城市民の会 第 7国総会開かれる
平成23年 6月 15日開催の第 7回総会に於いて下記の事項が承認されました。

平成 22年 4月 1日 から平成 23年 3月 31日 まで

1.事 業 の 成 果
鴻臆館 福岡城を生かした地域活性化 と、その復元 整備
を目指 し、イベント開催や研究 啓発事業など、下記活動を
積極的に実施した。

特に、昨年度末から始まった「福岡城活用に関する官民共

働勉強会」のコアメンバーとして 参加 し、積極的に福岡城
の復元 ‐整備活用にむけての活動を行なった。

また、10月 2日 福岡市中央市民センターホールにて「甦る
福岡城―福岡のシンボルになるか」と、題 して市民フオーラ
ムを開催 し、市民意識の高揚を図るために福岡城再建整備の

機道を大いに盛 り上げた。

2.事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

(2)その他の事業
該当なし。

22年 4月 1日 か ら平成 23年 3月 31■
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1 会費収入
受取寄付金

2 事業収入
イベ ント関係事業

観桜の実

どんた く舞台

観月の宴

史跡探訪バスツアー

研究啓発事業

福岡歴史観光市民大学

占代官道 (受託事業 )

資利制作費

委託販売書籍

機関紙発行

3 その他事業会.Iか らの操人
経常収入合計

経常支出の部

l 受収寄付金
2 事業費
イベント関係事業

観桜の宴

どんた く舞台

観月の宴

史畔 訪バスツアー

研究啓発事業

福岡歴史観光市民大学

古代官道 (受託事業 )

資料制作費

委託販売書鮭

機関誌発行

2 管理費
3 予備費
経常支出合計

経常収支差額

その lL資 金 1又人の部

1 受取利息
2 雑収入
その他資金支出合 .t

当期収支差額

前期操越収支差額
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平成 23年 4月 1日 か ら平成 24年 3月 31日 まで

1.当会の活動理念について
当会は、福岡市の中心部に存在する貴重な市民の大形歴史

遺産である鴻瞳館 福岡城跡の保存活用 と伝統文化の伝承
育成を図か り、同時に現状で改善可能な整備を推進すること

により、その潜在的な価値を顕在化させ、観光資源 と市民憩

いの場 として活かすため、関係箇所や幅広い市民とともに行

動 して社会に貢献しようという趣旨の会である 地域や当会
を取 り巻 く環境 も変化するなか、NPO認定 6年 を迎え、本
年は発想新たに取 り組んでいきたい。

2.事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業

第 1章 第 1条 (名称)
この法人は、NPO法人鴻臆館・福岡
城歴史・観光・市民の会と称し、略称を

福岡城市民の会という。

第4章 第 13条 (種別及び定数 )
(1)理事 12人以内
理事のうち、1人を理事長とし、副理

事長を置くことができる。

第4章 第 16条
前項の規定にかかわらず、後任の役員

が選任されない場合は任期の末日後最初

の総会が終結するまでそのrT‐期を伸長す

:散 (合併又は破産による

たときに残存する財産の

に、法第 11条第 3項 に掲
解散時の総会で決める。

¨ 療 巫

督

毛 菅 原 丸

屋 野 田 田
%

充 幸

又中石 久

NPO法人
鴻櫨館・福岡城跡歴史・観光・市民の会

日時 平成 23年 6月 15日 (水曜日)
14時～ 16時

場所 読売新聞社西部本社 lF
よみうリプラザ

審議事項

第 1号事案

5月 26日 (木)の理事会を経て総会が開
催されt無事終了したことを会員の皆様に
こ報告します。今回Iま総会終了後、池田平

太郎氏により「黒田家と江」の特別講演が

あり、多くの方々が出席されました。

小 川   洋  福岡県知事

島 宗一郎  福岡市長

阿 部 浩 幸
鯰 轟

黒田長高 層船
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′誦集後記

夕の人気を呼びました。

1 6月 15日 の当会・総会は提示議案通り議決され、無事終了いたしました。 ′

多 暫夕争諄資|IF総会後に講可菫冨裟:L慕罵種き擢 方劣誕〃
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吉 赤 太 松 渡

田尾 田枝 邊

恵 三 宣 敦 聖

子樹 子 子 太
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石 楢 大 中 高

松 原 串 山橋

弘  正

子 檀 博 茂 勉

饉 滓 瀧 i 麒 鶉 褥 蜆
翻 の宴 30人 中止

イベント開催 どんたく舞台 福岡lll跡 15000人

イベント開lL 10月

史跡採訪バスツア 8回 /年 3× 6回 30× 6同

6月～ll月 4× 30回 市民100× 30回

委託販売書帯 随時 2人 25人

機関誌発行 4回 3000.lX 4回

事務所 30000部

:W 一疇

熙 1陽 躙 釉 鰈

観桜の宴 3月 下● 福岡城跡

イベント開催 5月 上旬

福岡城跡 50人

5回/年 福岡11本 宮崎 3× 5匡 市民40× 5回

観光歴史大学講座 6月 1ヽ1月
5× 20L
2× 4匡 市民40X4ロ

福岡城の整備
に係る事業 適宜、適切に推進する

機関誌発行 4回 /年 事務所 3000部 X4ロ

鬱 1慾 鮨 陽 渕 黎 鑽
個人 団ltsヘ
の募金活動

普千名 若千名

筆ヾ 悴
=

事|=|1項 ,

理 事 長

理  事

理  事

理  事

理  事

理  事

理  事

理  事

理  事

理  事

監  事

石 井 幸 孝

各 務   章

稲 員 大三郎

岡 部 定一郎

高 倉 清 子

西   憲一郎

津 田 慶 一

毛 屋 嘉 明

川 野 正 雄

久 留 百合子

仁 田 辰 治

再  任

再  任

再  任

再  任

再  任

再  任

再  任

新  任

新  任

新  任

再  任


